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武　州　み　た　け

宮
司
　
須
﨑
　
裕

御
挨
拶

御
挨
拶

　

御
嶽
山
の
短
い
夏
は
、
足
早
に
過
ぎ
行
き
、
早
く
も
秋
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
。
社
務
所
の

外
に
見
え
る
木
々
に
眼
を
や
れ
ば
、
色
づ
き
始
め
た
モ
ミ
ジ
の
葉
が
み
え
は
じ
め
、
こ
の
社

報
『
武
州
み
た
け
』
が
皆
様
方
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
今
年
も
素
晴
ら
し
い
紅
葉
の

季と

き節
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
時
の
老
中
阿
部
正
弘
は
、
遂
に
歴
史
的
な
決
断
、
日
米
和
親
条

約
を
締
結
し
、二
百
年
と
い
う
長
き
に
亘
っ
た
鎖
国
を
終
焉
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
一
六
八
年
、

我
が
国
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
今
日
に
至
っ
た
。
今
で
は
、
多
く
の
国
々
よ
り
毎
日
数

え
き
れ
な
い
旅
行
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
人
達
が
出
入
国
す
る
国
と
な
り
、
諸
外
国
と
の
貿

易
は
ま
す
ま
す
増
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
何
処
か
ら
か
何
に
よ
っ
て
か
解
ら
ぬ
う
ち
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
云

う
感
染
症
が
瞬
く
間
に
全
世
界
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
想
定
外
の
出
来
事
に
よ
り
、

令
和
二
年
、
三
年
、
四
年
に
お
け
る
我
が
国
の
観
光
事
業
は
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
、
観

光
客
は
消
滅
し
、
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
国
を
挙
げ
て
の
予
防
対
策
に
よ
り
、
厳
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
三
年
間
で
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
感
染
も
収
束
に
向
か
い
つ
つ
平

常
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
思
っ
た
矢
先
、
感
染
力
の
強
い
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
派
生
型
「
Ｂ
Ａ

－

５
」
の
広
が
り
と
、
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
不
安
の
続
く

令
和
四
年
御
岳
山
の
初
秋
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
講
中
、
崇
敬
者
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
五
年   

大
口
真
神
式
年
祭

毎
日
祭　
『
大
口
真
神
ご
神
像
』
拝
観

期　

日　

四
月
十
五
日
〜
五
月
二
十
一
日

時　

間　

七
時
・
十
一
時
・
十
三
時
・
十
五
時

昇
殿
参
拝
料　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大お
い
ぬ
さ
ま

口
真
神
式
年
祭

　
　
「
大
口
の　

真
神
の
原
に
降
る
雪
は　

い
た
く
な
降
り
そ　

家
も
あ
ら
な
く
に
」

　

万
葉
集
に
オ
オ
カ
ミ
（
真
神
）
の
枕
詞
と
し
て
”
大
口
”
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
古
来

よ
り
人
々
は
、
狼
を
神
と
し
て
崇
め
、
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
社

伝
に
よ
れ
ば
そ
の
昔
、
日
本
武
尊
の
東
夷
御
討
征
の
砌

み
ぎ
り

、
こ
の
地
に
陣
を
は
り
、
軍
を
進

め
ら
れ
し
に
山
路
の
険け
ん
そ阻

な
る
處
と
こ
ろ

に
て
邪
神
の
妖
霧
に
犯
さ
れ
て
道
を
失
い
給
ひ
し
時
、

何ど

こ処
か
ら
と
も
な
く
二
匹
の
狼
が
忽こ
つ
ぜ
ん然

と
立
現
は
れ
御
案
内
に
立
っ
た
た
め
、
ご
災
難
を

免ま
ぬ
がれ

た
こ
と
に
尊
は
大
い
に
喜
ば
れ
て
、
お
前
達
は
こ
れ
よ
り
御
嶽
大
神
の
御
使
者
と
し

て
神
社
に
留
ま
り
、
火
難
・
盗
難
・
諸
災
退
除
の
守
護
神
と
な
り
世
の
民た
み
く
さ草

を
救
ふ
べ
し
、

と
仰
せ
ら
れ
し
に
よ
っ
て
お
祀
り
致
し
ま
し
た
の
が
所い
わ
ゆ
る謂

「
お
狗
様
」
と
し
て
有
名
な

大お
お
く
ち
ま
が
み

口
真
神
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
大
口
真
神
の
御
神
像
（
オ
オ
カ
ミ
像
）
を
来
年
令
和
五
年
四
月
十
五
日
よ
り
五
月

二
十
一
日
迄
の
三
十
七
日
間
、
御
本
殿
外げ
じ
ん陣
に
御
遷
座
を
願
い
、
一
日
四
回
御
扉
を
お
開

き
申
し
上
げ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
御
神
像
を
拝
観
に
よ
り
、
ご
利
益
を
授
か
れ
る
よ
う

毎
日
祭
を
斎
行
す
る
十
二
年
に
一
度
の
佳
節
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
御
嶽
神
社
参
道
入
口
の
朱
塗
り
の
大
鳥
居
の
塗
り
替
え
工
事

を
始
め
、
期
間
中
五
月
八
日
の
例
大
祭
に
は
、
文
化
財
指
定
の
神
輿
の
渡
御
に
よ
る
祭
典

を
執
行
、
宝
物
殿
で
は
、
お
狗
様
特
別
展
、
神
楽
殿
に
て
お
狗
様
写
真
展
を
企
画
、
ま
た

野の
だ
て点

と
お
琴
の
会
、
あ
る
い
は
オ
オ
カ
ミ
の
護
符
の
上
映
会
、
そ
し
て
戌
の
日
に
は
お
狗

様
特
別
祈
願
日
と
し
て
愛
犬
の
健
康
・
長
寿
の
お
守
り
と
お
祓
い
、
さ
ら
に
は
十
二
年
に

一
度
の
期
間
限
定
の
御
朱
印
の
授
与
な
ど
、
皆
様
を

お
迎
え
す
べ
く
様
々
な
催
事
を
考
え
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
式
年
祭
が
盛
大
に
滞
り
な
く
斎
行
出
来
ま
す

様
、
神
職
一
同
鞠き

っ
き
ゅ
う
じ
ん
す
い

躬
尽
瘁
神
明
に
ご
奉
仕
申
し
上

げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
拝
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年　

長
月
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大
口
真
神
式
年
祭
催
事

　

当
社
で
は
十
二
年
に
一
度
、
卯
年
に
当
た

る
年
に
大
口
真
神
式
年
祭
を
斎
行
し
ま
す
。

　

卯
年
は
方
位
に
表
す
と
「
東
」、「
卯
方
」

に
あ
た
り
日
の
出
の
方
向
を
指
し
ま
す
。
卯

方
は
、
夜
明
け
の
清
ら
か
な
日
の
光
で
希
望

と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
方
位
と
な
り
、ま
さ
に
、

日
本
武
尊
を
光
明
な
る
神
力
に
よ
り
助
け
た

と
す
る
伝
説
に
つ
な
が
り
、
大
口
真
神
を
斎

い
奉
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
と
な
り
ま
す
。
こ

の
式
年
祭
に
あ
た
り
、
大
口
真
神
の
ご
神
徳

を
輝
か
し
め
、
世
の
平
和
と
安
寧
、
講
中
・

令和 5年 4月 15日（土）
会場：ビジターセンター

○
「
オ
オ
カ
ミ
の
護
符
」･･･

午
前
・
午
後

の
二
回
上
映
予
定
。（
無
料
／
自
由
席
）

同
日
＝
小
倉
美
惠
子
「
幻
燈
が
た
り　

オ
オ

カ
ミ
の
護
符
」（
三
十
分
）
小
倉
美
惠
子
×
鶴

巻
育
子
×
須
崎
宮
司
「
御
岳
山
を
語
る
（
仮
）」

･･･

十
九
時
〜（
無
料
／
自
由
席･･

要
予
約
）

○
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
励
風
「
大
口
真
神
」
演
劇
公
演

―
日
本
武
尊
と
大
口
真
神
の
も
の
が
た
り
―

五
月
二
十
日
（
土
）
十
九
時
三
十
分　

神
社

お茶券：一枚　５００円
会場：神社 宝物殿前

○
野の

だ
て点

・
琴
演
奏･･･

四
月
二
十
二
日
・

二
十
三
日
／
五
月
十
三
日
・
十
四
日

神
社  

神
符
授
与
所
に
て
お
茶
券
を
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
／
神
楽
殿
）

○
わ
ん
ち
や
ん
大
祭
（
戌
の
日
）

四
月
二
十
二
日
・
五
月
十
六
日　

十
時
執
行

　

一
頭･･

三
〇
〇
〇
円
／
三
十
頭
ま
で

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

  （
要
予
約
来
年
三
月
よ
り
／
Ｃ
Ｘ
Ｌ
な
し
）

○
「
日
の
出
祭
」･･･

五
月
七
日
（
宵
宮
）

五
月
八
日
（
神
輿
渡
御
）
徳
川
五
代
将
軍
綱

吉
公
奉
納
の
神
輿
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

武蔵御嶽神社おいぬ様
期間 ： 四月～五月
会場 ： 神楽殿にて

○
写
真
展
『
お
犬
さ
ま
の
肖
像
』
―
―
日
本

の
狼
信
仰
と
狼
像･･･

写
真
家
・
青
柳
健
二

○
写
真
展
『
み
た
け
の
お
い
ぬ
様
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
家
・
鶴
巻
育
子

○
企
画
展
「
お
狗
様
信
仰
（
仮
）」

宝
物
殿
一
階
に
て
、
御
嶽
の
お
い
ぬ
様
信
仰

に
つ
い
て
、
御
師
の
活
動
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
『
想
像
さ
れ
た
狼
た
ち
展
』

　

夏
期･･

七
月
八
日
〜
八
月
二
十
七
日

　

秋
期･･

十
月
二
十
八
日
〜
十
一
月
二
十
六
日

徳川綱吉公奉納の神輿
（青梅市指定文化財）

御師家のおいぬ様
期間：4月～12月
会場：宝物殿

崇
敬
者
皆
様
の
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
厄

難
消
除
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

式
年
祭
期
間
中
は
、
多
く
の
行
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
神
様
と
と
も
に
楽
し
み
、

そ
し
て
ご
神
威
に
感
謝
し
、
ご
神
徳
の
ご
縁

を
結
ば
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、年
明
け
早
々
に
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
致
し
ま
す
。
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
神
社
々
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


